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年
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青
少
年
赤
十
字

編
集
後
記

青
少
年
赤
十
字
創
設
１
０
０
周
年
に
あ

た
り
、
そ
の
歴
史
の
中
で
一
貫
し
て
大
切

に
し
て
き
た
こ
と
は
、
人
道
の
こ
こ
ろ
で

す
。
苦
し
ん
で
い
る
人
に
寄
り
添
え
る

「
気
づ
き
」
が
で
き
、
何
が
で
き
る
か
を

考
え
実
行
に
移
す
勇
気
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
で
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
31

校
・
園
に
出
前
授
業
に
伺
い
ま
し
た
。
出

会
う
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
、
青
少
年

赤
十
字
の
心
を
伝
え
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

そ
の
種
は
、
か
な
ら
ず
芽
生
え
成
長
し
て

く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
で
は
、
１
０
０
周
年
に

む
け
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

９
月
の
緊
急
事
態
宣
言
で
授
業
や
行
事
等

が
思
う
よ
う
に
実
施
で
き
な
い
学
校
現
場

に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
学
校
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品

は
、
ど
れ
も
子
ど
も
た
ち
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
て
、
と
て
も
あ
た
た
か
い
気
持

ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
青
少
年
赤
十
字
の
普

及
と
実
践
の
深
化
を
願
っ
て
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
の
心
に
と
ど
く
１
０
０
周
年

イ
ベ
ン
ト
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

一
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
青
少
年

赤
十
字
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青少年赤十字創設100周年直前

入選

度会町立度会小学校　5年

大西 真衣さん
度会町立度会小学校　5年

石井 唯愛さん
度会町立度会小学校　5年

東出 颯太さん
度会町立度会小学校　5年

丸井 悠楽さん

度会町立度会小学校　5年

橋本 実玖さん
伊勢市立明倫小学校　6年

中村 瑠那さん
松阪市立徳和小学校　5年

田岡 琉愛さん
松阪市立徳和小学校　6年

中川 華恵さん
松阪市立徳和小学校　6年

吉田 奈仔さん
松阪市立徳和小学校　6年

北川 依都さん

桑名市立在良小学校　6年

生田 みゆさん
桑名市立在良小学校　6年

池内 絵梨奈さん
桑名市立在良小学校　6年

松岡 怜奈さん
津市立久居中学校　1年

奥山 蒼來さん
津市立西橋内中学校　1年

河野 倫久さん
津市立一志中学校　2年

北辻 穂花さん

三重県立木本高等学校　3年

向久保 みゆさん

青少年赤十字ポスターのご応募ありがとうござい
ました。三重県の小・中・高校より19校586点の作
品が集まりました。コロナ禍で思うように推進がで
きない中、ご協力をいただき本当にありがとうござ
いました。1月27日に、二次審査会を開催し、最優
秀賞（1点）・優秀賞（2点）・入選（17点）作品が決定
しましたので、ご紹介いたします。

　青少年赤十字創設100周年記念事業として行われたポ
スターコンクールに、県内より多くの応募があり、丁寧に慎
重に審査をさせていただきました。それぞれの作品には、
青少年赤十字の実践目標を理解し、訴えたい内容を、自
分なりの表現で一生懸命表したという意気込みを感じま
した。どの作品も素晴らしかったです。
　そのような作品の中から、一次審査を経て二次審査に
進み、最優秀賞１点、優秀賞２点、入選１７点を選出させて
いただきました。
　最優秀賞、淺井四葉さんの作品は、丁寧にきっちり色が
つけられ配色も良く、「繋げよう  心のバトン」という言葉
が添えられていますが、ポスターを目にしただけで赤十字
の活動の主旨が伝わってきました。優秀賞、二作品につい
て、横平珠杏さんの作品は、コロナ禍において、JRCの活
動や医療従事者への感謝など自分が知り得た内容を効
果的に配置し、なお且つ可愛らしくまとめられていました。
そして辻咲良さんの作品は、中学生の作品としてレタリン
グがしっかりしており、オレンジ色のグラデーションが美
しく人物の服の色との兼ね合いも効果的で、「人を笑顔
に」の文字をバックの黄色にしたことで優しさや温かみを
感じました。
　今回のポスター制作に取り組むことで青少年赤十字の
活動を深く知り、視野を広げ、みんなの幸せを考えるきっ
かけになればと思いました。

審査委員長　古金谷 初美

献血とは？
病気の治療や手術などで血液が
必要な人たちのために、血液を分け
てあげることです。

血液はまだ人工的に作ることが出
来ません。また、生きている細胞が入
っているのであまり長い間保存がで
きないからです。

献血にかかる時間は
どれくらい？
人によりますが、およそ40分程度
です。

献血が出来る場所は？

献血ってなぁに？
16歳からできるんだよ！

津市、四日市市、伊勢市の献血ル
ームと県内を巡回している献血バス
です。

献血の基準 200mL献血 400mL献血

年　齢 16歳から 男性：17歳から
女性：18歳から

体　重 男性：45kg以上
女性：40kg以上 男女50㎏以上

出来る場所 献血ルーム 献血ルーム・献血バス

献血バス 四日市献血ルーム

血液センターより

たくさんのご応募
ありがとうございました。

最優秀賞

優秀賞優秀賞

度会町立度会小学校　4年
横平 珠杏さん松阪市立徳和小学校　6年

淺井 四葉さん

津市立久居中学校　1年
辻 咲良さん

例
年
３
月
に
、
日
本
赤
十
字
社
主
催

で
高
校
生
新
リ
ー
ダ
ー
が
、「
青
少
年

赤
十
字
ス
タ
デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
を
受
け
ま
す
。

山
中
湖
村
に
て
4
泊
5
日
の
研
修
会
な

の
で
す
が
、
昨
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

拡
大
に
と
も
な
い
、
W
E
B
に
よ
る
研

修
に
変
更
さ
れ
、「
青
少
年
赤
十
字
ス

タ
デ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
改
称
さ
れ

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
は
、
全
国
的
に
も
ト
レ

セ
ン
が
中
止
と
な
り
、
中
学
生
の
活
動

の
場
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
、
今
回
、
中
学
生
の
代
表
も
参
加
す

12月25日（土）12月26日（日）
10：00　開会式
10：30　リーダーと
　　　　コミュニケーション
11：30　ホームルーム
12：30　人道のこころ
13：15　特別講演（ネスレ日本）
14：00　創設100周年に向けて
14：30　ホームルーム

緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中
で
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、
毎
回
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に

集
合
し
て
グ
ル
ー
プ
交
流
を
行
う
こ
と

で
、
三
重
県
メ
ン
バ
ー
も
だ
ん
だ
ん
と

打
ち
解
け
て
い
き
ま
し
た
。

午
前
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
３

つ
の
課
題
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で

話
し
合
い
ま
し
た
。「
１
０
０
周
年

S
N
S
企
画
」「
防
災
」「
国
際
理
解
・

親
善
」の
３
つ
で
す
。
参
加
し
た
7
名
は
、

青
少
年
赤
十
字
の
精
神
や
実
践
目
標
・

態
度
目
標
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

１
０
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
で
そ
の
力
を
発

揮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

10：00　フィールドワーク
11：00　フィールドワーク講評
12：00　青少年赤十字の
　　　　これから
14：20　ホームルーム
15：00　閉会式

この「青少年赤十字スタディ・プログラムで
は、これからの青少年赤十字活動を考えると
ともに、リーダーとして問題を解決するための
ヒントや新型コロナウイルス感染症の影響下
で「人道のこころ」について考えます。
「人道」すなわち、誰の心の中にもある本来
の「やさしさ」や「思いやり」の心が赤十字活
動の一番大切な部分であるということは、青
少年赤十字活動を日々実践しているメンバー
のみなさんは、ご存じだと思います。全国各地
から参加する青少年赤十字の仲間たちと思
う存分積極的にオンラインで意見交換しまし
ょう。是非、様々なことに「気づき」「考え」「実
行」してください。
来年は、青少年赤十字創設100周年を迎え

る記念すべき1年となりますので、是非、全国
の仲間たちと一緒に盛り上げていきましょう。

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
三
重
県
支
部

か
ら
は
、
白
子
高
校
2
名
、
紀
南
高
校

1
名
、
木
本
高
校
2
名
、
豊
里
中
学
校

2
名
の
計
7
名
が
、
12
月
25
日
（
土
）

26
日
（
日
）
の
２
日
間
、
日
赤
三
重
県

支
部
に
日
帰
り
で
集
い
、
全
国
の
メ
ン

バ
ー
と
リ
ー
ダ
ー
研
修
や
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。

開催されました

「令和3年度青少年赤十字
 スタディ・プログラム」が

1日目2日目

スタディ・プログラムにようこそ！

（スタディプログラム参加者ガイドより）

なぜ献血が必要なの？

講 評

令和４年３月 青 少 年 赤 十 字 （4）（1） 青 少 年 赤 十 字 令和４年３月



バルーンアート
木本高校

青 少 年 赤 十 字

「
出
前
授
業
」に
つ
い
て

三
重
県
青
少
年
赤
十
字

日頃、部活動として学校行事や施設訪問
などを通じて青少年赤十字の活動に取り組
んでいる 7校の生徒たちが顔を揃えた「青
少年赤十字のつどい」。午前中は各校の活
動報告の後、パフォーマンスやボッチャ、
ハンドベルなどそれぞれのブースでの体験
イベントで交流を深めました。
午後からは各校の生徒たちがグループに
分かれての活動。アイスブレイキングのフ
ルーツバスケットやピクチャー伝言ゲーム
ですっかり打ち解けた後は、防災プログラ
ム「食料をみんなでわけよう」を体験。災
害時、各自が定められた条件のもとで避難
所に集まったという設定で、さまざまな立
場に立って物事を考えることを通して新た
な気づきを得られるワークショップとなり
ました。

県内11校の中学校で生徒会役員を務め
る生徒たちがオンラインと現地参加を含め
て26名参加して行われた「中学校連絡協議
会 国際交流会」。午前中は青少年赤十字の
活動内容について理解したり、各校の活動
報告を発表しながらオンライン参加の学校
の生徒たちとも画面を通じて交流を深めた
りしました。
現地参加の生徒たちは午後からベトナム
やネパール、中国の日本語学校生たちととも
に4つのグループに分かれて交流活動をスタ
ート。初めて直接触れる異国の文化に興味
津々な生徒たち。当初の緊張がほぐれてくる
と、笑顔が浮かぶ姿も見られました。最後は
聞き取った内容を各グループごとに発表。生
徒たちの充実した表情が印象的でした。

被災地の避難所に集まったという設定。各自が家族構成や持っている食
料、定められた役割といった条件を元に、どのように食料を分け合えばい
いかを話し合います。2日間食料が届かないといった状況の中で、妊婦や
子どもへどの食料を回すか、水はどのくらい必要かなど、各自がさまざま
な立場に身を置きながら活発な話し合いが行われました。

元のイラストは校舎の絵。自
分の目で見た情報をどこま
で正確に描き手に伝えられ
るか。懸命な伝達作業の中で
交流が深まりました。

令
和
３
年
度
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、学
校

現
場
で
は
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き

ず
、行
事
が
延
長
し
た
り
中
止
に
な

っ
た
り
し
ま
し
た
。９
月
に
は
、緊
急

事
態
宣
言
も
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
ん

な
中
で
も
、多
く
の
学
校
・
園
よ
り
出

前
授
業
の
依
頼
が
あ
り
、と
て
も
あ

り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。令
和
３
年

度
は
、
21
校・園
、の
べ
2
0
1
1
名
、

31
講
座
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
、「
青
少
年
赤

十
字
」「
困
っ
て
い
る
人
に
あ
た
た
か

く
関
わ
る
こ
と
」「
コ
ロ
ナ
の
３
つ
の

顔
」「
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
・「
炊
き
出
し

訓
練
」「
救
急
法
講
習
」「
赤
十
字
と

S
D
G
ｓ
」な
ど
に
つ
い
て
、気
づ

き
・
考
え
・
実
行
す
る
こ
と
を
学
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。令
和
４
年
は
、青
少

年
赤
十
字
創
設
１
０
０
周
年
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い

ま
す
の
で
、出
前
授
業
と
も
ど
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各校の取り組みを知って、自
校での活動に生かしていきた
いという声も聞かれました。

各自、あらかじめ決められた
条件に従って行動しながら
気づきを深めます。

元絵を見た生徒がイラストを
描く生徒に情報を伝えてで
きる限り再現していきます。

自己紹介を兼ねたゲ
ームの中で初めて出
会った他校の生徒た
ちと一気に打ち解け
ました。

皿回しのコツを教えて
もらってみるみる上達
していく生徒たち。笑
顔が弾けていました。

さまざまな形状のバル
ーンアートを体験。完成
した瞬間には思わず笑
顔がこぼれます。

各回ごとに大勢
の生徒たちが参
加し、白熱した戦
いが繰り広げられ
ていました。

クロスワードパズルを
解きながらSDGｓへの
理解を深めることがで
きました。

皆で息を合わせて演奏。
緊張しながらも達成感
のある体験を通じて一
体感が深まります。

限られた食料や水を
どう分け合えばいいのか、

活発に意見が飛び交いました

令和3年12月11日（土）、津市立西橋内中学校で「中学校連絡協議会 国際交流会」が開催されました。
11校の中学生26名がオンラインも交えて参加。現地参加の生徒たちはベトナムやネパール、中国の三
重日本語学校生たちと交流し、異文化に接して気づきを得られる時間となりました。

やってみたら
意外とできた！

中学校連絡協議会 国際交流会 三重県青少年赤十字のつどい三重県青少年赤十字のつどい

中 学 生 高 校 生

─ ベトナム、ネパール、中国の方 と々の交流 ─

ベトナムベトナム

ネパール

中国

熱のこもった時間をともに過ごす貴重な経験に

積極的にコミュニケーションを図って

文化の違いを乗り越えられました

令和3年度三重県青少年赤十字 令和3年度
JRC態度目標 気づき 考え 実行する

積極的にコミュニケーションを
取りながら初めて触れる

ネパールの文化への理解を
深めていきました。

自分から話さなければ会話が始まらない
状況を経験しながら、コミュニケーション
能力を高めることができました。

発表資料を作るという
共通の目的に向かって
力を合わせる内にコミュ
ニケーションが深まってい
きます。

日頃接する機会の
ない他校の生徒た
ちと現地やオンライ
ンを通じて交流を
深める貴重な機会
となりました。

各校が活動内容を発表。WEB参加の中学校の生徒
たちとも交流を深めながら進めました。

赤
十
字（
つ
な
が
り
）

出
会
お
う

つ
な
が
ろ
う

み
ん
な
で
ゆ
こ
う

青
少
年
赤
十
字

手
を
つ
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う

輪
に
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う

絆
を
結
ぼ
う

青
少
年
赤
十
字

み
ん
な
で
広
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う

百
年
の
歴
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三
重
県
立
特
別
支
援
学
校

東
紀
州
く
ろ
し
お
学
園

「青少年赤十字のつどい」に参加して、心に残ったことを詩にしてくれました。

令和3年12月11日（土
）

令和3年12月18日（土
）

令和3年12月18日（土）、三重県勤労者福祉会館で「青少年赤十字のつどい」が2年ぶりに開催されました。
7校38名の高校生たちが参加し、各校のイベントブースで交流を深めるとともに防災教育プログラムを体
験するなど、赤十字への理解を深める貴重な機会となりました。

防災教育プログラム　

「食料をみんなでわけ
よう」 アイスブレイキング

ピクチャー伝言ゲーム
アイスブレイキング

フルーツバスケット

活動報告

パフォーマンス
白子高校

SDGｓクロスワード
高田高校

上手に完成して
大満足！

ハンドベル
久居農林高校

高
等
部
一
年　
中
田 

華
音

活
動
報
告

オンライン交流

ベトナム、ネパール、中国の若者たちと交流。
コミュニケーションの扉を開ける力を

身につける機会に。

国際交流会

最初はおたがい緊張気味でし
たが、会話を進める中で次第
に打ち解けてきました。

交流の中で得られた
知識を参加者全員の
前で発表。緊張しな
がらもしっかりと説明
できました。

ボッチャ
紀南高校・東紀州くろ

しお学園

令和４年３月（3） （2）令和４年３月


